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「聖ドミンゴ島の婚約」について
横　谷　文　孝
　「0侯爵夫入」においては，戦争の最中に，0侯爵夫人が災に見舞われ，「チ
リの地震」においては，二入の若い男女が，大地震の中で復活したかと思う間
もなく虐殺の憂目に会い，「拾い子」では，ペストのような疫病が後の惨劇のそ
もそもの源となり，「聖ツェツィーリエ」では，’偶像破壊の運動が猛威をふる
った時代に奇蹟的事件が起る。このように，異常事態が一般的状況とされる中
で特殊な事件が発生したり悲劇的結末が訪れたりするのがクライストの短篇小
説に現われるパターンであるが，この「聖ドミンゴ島の婚約」においても，黒
人たちが白入たちを虐殺した時が一般的状況であり，そうした異常な状況の中
で個人的かつ特殊な事件が発生する。
　「聖ドミンゴ島のフランス領，ポbu－一ル・トー・プランスにおいて，今世紀の
初め，黒人たちが白入虐殺を行った時のこと。ギョーム・フォン・ヴィルヌー
ブ氏の農園に恐るべき老黒人のコンゴ・ホアンゴーという者が住んでいた。唱ア
フリカの黄金海岸の生れで，若い頃は誠実で正直な性質の男と思われていた
が，かつてキューバ島へ渡航したおりには主入の命を救ったため，莫大な恩賞
に浴したのであった。一…中略……しかるに，かくまで厚い報償もなおこの檸
猛な黒人の憤怒からヴィルーヌーブ氏を救うことはできなかった。フランスの
国民議会のまずい政策のために，復讐熱がこれらの農園にあまねく燃えひろが
るや，コンゴ・ホァンゴーは真先に銃をとり，わが身を祖国から奪い来った横
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暴を怨んで，主人の頭を一撃に射抜いてしまったのである。……中略……ある
時は武装をととのえ，団体をなしてこの地を通過する白入を狙い，ある時はそ
の居住の地に立こもる移住民を白昼に襲って，そこにいる人々をことごとく斬
り殺した。のみならず彼は非道な復讐心の燃え立つあまり，老婦バベカンとそ
の娘，トーニーという15歳のうら若い混血児をも駆り立てて，この暴動を助け
しめるに至った。まことに彼は自分の齢をも忘れてこの戦に熱中したのであ
　　　　　　（1）る。……中略……」
　これが物語の導入部である。誰が，いつ，どこで，どうしたかが「新聞報告
　　　（2）のように」まず冒頭で報告され，やがて本題が語られて行く。これも，クライ
ストの他の短篇に共通するパターンである。誠実で正直な男が或る日突然に恐
るべき男に変身するさまはミヒャエル・コールハースを想起させるが，コンゴ
・ホアンゴーは脇役であり，この恐ろしい男が物語の中で実際に登場するのは
破局が起る直前である。
　物語は，たった二日間という短期間の中で，コンゴ・ホzンゴーの家を舞台
に展開される。時間的にも場所的にも極く限定された状況の中で，極くわずか
な人物だけが照明を浴びて活動する。これは「チリの地震」にも共通すること
であるが，いわばこうした極限状態において登場人物がどのような行動を選
び，どのような事態に陥る可能性をもつかを，クライストは彼独特の語り口で
物語ってみせる。イェロニモとヨゼーフェが復活と死をたった二日間の間に味
わわされたのと同じように，トーニーとグスターフも夢と死を二日間で味わわ
されるはめになる。短時日の間の物語故に当然のことながらその速度は著し
く，かつ舞台の転回もめまぐるしい。そしてその際利用されるのがここでもま
たあの偶然事である。ニコロがエルヴィーレを襲った時，数日は不在なものと
思われていたビアキが思いがけずちょうどこの時帰ってきたように，二日ばか
り帰って来る筈のないコンゴ・ホアンゴーが突然家に戻ってくる。牢獄の中で
ふと見つけた一条の縄でイェロニモは首を経ろうとしたが，トーニーは偶然見
つけた一条の綱でグスターフをベッドにしばりつけることに成功する。こうし
た偶然の手が舞台の急転に力を貸し，物語の悲劇的効果を高める。神にも比す
　　　　　　　　　　　　　　　一84一
べき位置に立つクライストの姿をこの作品からも窺うことができる。
　導入部の文章からも察知できるように，この短篇は終始黒人と白人の対決に
よって貫かれている。それ故に「クライストは人種偏見をもっていたか？」’と
いうPeter　Hornの論文も最近あらわれているが，一般的には，黒白問題をク
ライストのイデオロギー問題にまで敷術するのは少々穿ちすぎだろうと思われ
る。確にクライストの筆が白入側に有利に注がれる場合も多いが，しかし黒人
側に不利な描写が多いとも言えないからである。むしろHoverlandが指摘す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）るように，正と不正がほぼ平等に黒人と白人に分け与えられていることを我々
も明らかに見てとることができるであろう。クライストのイデオロギーとは無
関係に，ここでは黒人と白人の対立を主軸にして若い男女の葛藤が描き出され
ると見るのが自然であろう。日常性を越えた一一般的状況の中で，黒入側に身を
置く若い女性と白人の若者がいかなる道を選びとり，いかなる運命に弄ばれる
か，人物像に視点を据えながらこの作品を眺めてみたい。
　コンゴ・ホアンゴーの人間像はほとんど冒頭の文章にあらわれている。一般
的状況に便乗して個人的怨念を晴らし，さらに白人虐殺に没頭する。クラィス
トの筆はここでは黒人側に不利に運ばれているが，むしろ，一旦走り出したら
行きつく所まで行ってしまうペンテジレーア，コールハース，ピアキなどのク
ライスト的人物像をホアンゴの中に見ることができる。白人の中にも潜む衝動
が，ここでは黒の衣をまとって現われたともいえる。
　ホアンゴーの妻代りの女バペカンとその子トーニーの素姓は，彼女たちとグ
スターフとの会話の中で，特にバベカンの打明話から明らかにされる。状況が
状況だけに，しかも混血女性が白人相手に語る身上話であるだけに，事の真相
は定かではないが，バペカンの話が信じられるとすれば，彼女自身はキューバ
島のサンチャゴ人を父として生れ，トーニーはバベカンとマルセーユの豪商ペ
ルトランとの間に生れたということになっている。バペカンの話があるいは単
なるでっちあげであるにしても，二入の女性が混血人であり，顔色が黄ばんで
いるトー一一ニーの方がより白人に近い皮膚をもっていることは確であろう。「ベル
トランは，私がパリで身重になった時も，許嫁になっている金持の娘の手前を
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恥じて，自分の子ではないと法廷で申立てたんですよ。私は，あの人があつか
ましくも私の眼の前で言い立てたこの偽りの誓言だけは，決して忘れることは
ないでしょう。そのおかげで私が胆汁熱を患っているところへ，またヴィルヌ
ーブさんから答六十という罰をうけたので，そのため私は今日が日まで肺病に
　　　　　　　　　　　　　（4）苦しんでいるんでございますよ。」という打明話から，バベカンもホアンゴーと
同じように，一般的復讐熱に力を得て個人的復讐を果し，さらに残虐行為に血
道をあげていることがわかる。但し，彼女の人物像にはあいまいなところがあ
る。自人に対する怒りを顕にしてグスターフを不安にさせたり，ボアンゴーに
虐待されていると訴えてグスターフの同情をひいたりして，その策略に一定性
がない。また一方，彼女の身上話のこうした矛盾性に気ずかぬグスターフとい
う入間にも曖昧さが残る。概してこの作品には，研究者たちが指摘しているよ
うに，こうした不明瞭な点が目立つ。後に語られる白人女性の話にも同じこと
が言える。Kreutzerが「『婚約』は恐らく最も構成のゆるいクライストのノヴ
ェレである。このことはそのノヴェレの完成の際にかなり急いだことを示して
　（5）
いる。」と述べるのも首肯できるものがある
　トーニーは両親に操られて虐殺行為に加担しているが，バベカンのような徹
底性はなく，後に語られるように，良心も持ち合わせている。その柔軟な心情
のうちには，右にも左にも，黒人側にも白人側にも揺れ動くことのできる振子
が秘められており，機会さえあればいつでも白人側に寝返りする可能性を持ち
合わせている。混血は曖昧であるだけに融通性もある。黒人よりも白入に近い
皮膚を持つだけにさらにその可能性は大きい。
　グスターフの素姓は，ホアンゴーの家で，彼自身の口から語られるが，スイ
ス人であり，アール河畔に自由独立の小さな所領を持ち，老年の尊敬すべき父
親が存命していることが示されるだけで，やはり黒人女性たちの素姓と同様，
詳細は伝えられていない。クライストの筆は専ら彼等の行動と心理に，そして
彼等を巡る事件に注がれる。
　事の次第は，グスターフがホアンゴーの巣窟を訪れるところから始まる。彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）はまずバペカンに入種の確認をする。「あなたは黒人ですか。」’F一ニーが身仕
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度にあわてている間に黒人の子供が現われて，ここが黒入ホアンゴーの所有地
だということをグスターフに伝える。この時カンテラを持ったトーニーが現わ
れて，彼は逃げる機会を失う。トーニーの演技が始まる。カンテラがまともに
自分の顔を照らすように注意を加え，うら若い可憐な姿を映し出しっつ，グス
ターフを半ば強引に家の中に引入れる。黒の存在を確認したにも拘らず，どん
な危険が待ち受けているかわからないにも拘らず，彼はトーニーの演技に引き
ずられて行く。この舞台の始まりから早くもグスターフという人間の単一性が
示される。以後，彼は，バベカンとトーニーの中に白人の血が流れているとい
うことだけで容易に気を許し，彼の家族や一行の居場所を教えたり，相手の素
姓を確認せぬうちに食料や飲料を乞うたりして，次々にその入間的甘さを暴露
して行く。彼の利己性，優柔不断性，単一性は，彼の言動の至るところから垣
間みることができる。バペカンが偽って，彼女たち混血入がホアンゴーに迫害
されていること，白人を助けでもしたら命を奪われることを語った時，グスタ
ーフは驚く。バベカンたちの顔色に白人の血をみて気を許した彼は，今度は逆
に，彼女たちの顔立が混血でアフリカ人種に属しているのに黒入から迫害され
ると聞かされて驚き，同情する。この時彼は全く何もわかっていない。自己の
置かれている状況も意識せず，混血女陸たちの偽にも気ずいていない。彼の混
血女性たちに対する見方は最後まで表面的であり，分裂的である。彼は彼女た
ち，殊にトーニーを一個の人間としてとらえることができず，自己の都合のよ
い時にどちらかの色に組込ませる。トーニーの中に白入の血を見れば，かつて
の白人の婚約者を想起し，トーニーの中に黒人の血を見れば，黒人の奴隷女の復
讐を，売女の姿を連想する。この短絡的な彼の観察力が破局をもたらす重大な
一因となる。彼の利己主義の極は彼の次の言葉にあらわれる。「今の場合，一
旦黒人の怒りを買うようなことをなさった上は，よしんば再びもとの従順な態
度におかえりなさろうとも，もはや取返しはつきますまい。それ故いっそのこ
と，お礼はお望み次第にさし上げますから，旅の疲れで弱りきっている伯父と
その家族に，少しは身体の休まるよう，一日二日の宿を貸して下さる御決心は
　　　　　　（7）つきますまいか。」バベカンたちが黒人に迫害されているということに対して
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彼が本当に驚き，同情したのか疑わしくなる。たった今彼女たちの中に黒人の
血を見て同情した筈の彼が，舌先も乾かぬうちに，今度は彼女たちの中に白人
の血を見て自己の利己を押し通そうとする。どうせ不幸に会うのだから罪の上
塗をしても同じことだという，まさに無茶苦茶な論理が吐き出される。
　なぜフォール・ドーファンの白人がそんなに憎まれるようになったのかとい
うトーニーの単純，率直な問に対して，グスターフはまごつきながら，極く一
般的理由を述べてみせる。　「それは，どうしても白人が，この島の支配者とし
て，黒人に対して有する万事不釣合な関係から来たことで，正直をいえば私も
敢えてこうした関係を正当なものと弁護する気はありません。しかしながらそ
れは，数世紀以前からこの状態で続いて来たことなんです。あらゆる農園の人
たちの心に燃え上った自由に対する狂熱は，ネグロやクレオレの人々を駆って
束縛の鎖を断ち切り，一部の不良白人から受けた種々の非道な虐待に対し，復
　　　　　　　　　　　（8）讐させるようになったのです。」この時の彼は自信もないし，その言葉も説得
力を持たない。一般的事情を語って黒人の肩入をしてみせるだけである。一般
的事情は彼の言う通りなのだ。だがこれに続いて彼の姿勢は突然急変する。さ
ながら”Uber　die　allmahliche　Verfertigung　der　Gedanken　beim　Reden“に
おけるクライストと同じように，「かなり多くの偉大な演説家たち」と同じよ
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）っに，彼は「運を天にまかせて，思い切り大胆に口火を切」る。「「殊に」と彼
はしばらく言葉を切った後に続けて語った。「ある若い娘のやり方は，戦陳す
べき稀代の仕業であったのです。この黒人種の娘は，叛乱の起ったときには丁
度黄熱病という，この町の惨苦を倍加させた流行病に罹っていたのでした。こ
の女はその三年ばかり以前，ある白人種の移住民に奴隷として使われていたの
でしたが，主人の言い寄るのを受入れなかったために，主人の怒りを買ってむ
ごい扱いを受けたのち，ある植民地生れの白人に売渡されたのです。ところが
この女はあの至る所に騒動の起った当日，もとの主人である移住者が，自分に
迫ってくる黒人の怒を避けて，近くの材木小屋に隠れていることを聞き知った
ものだから，今更もとの虐待を思いおこし，夕闇のおそう頃に弟を使いにやっ
て・一夜を自分のところで明かすように申し出たのです。気の毒なその男は，
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娘が病気であることも，またどんな病魔に取愚かれているかをも知らず，早速
やっ．てきて，娘が自分の命を救ってくれたと思えばその情が嬉しくて，ひしと
彼女を腕にかき抱きました。けれども，ひとつ床の中で愛撫や優しい語らいを
続けて小半時ばかりもたったかと思う頃，彼女は突然凄じい，冷たい怒りを面
にあらわして寝床の上に起上り，こう言ったのです。あなたは死神を胸に抱い
ている疫病やみの女に接吻しなすった。さあ行ってこの黄熱病をお仲間にもれ
　　　　　　　　　　（10）なくうつしておやりなさい」」一般的事情から離れて，突如彼は，特殊な個人
的出来事を生々しく見事に語ってみせる。彼はここでは雄弁であり，大胆であ
り，自信と憎悪に満ちあふれている。今は黒人の巣窟にいることも忘れてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）る。話し終るとトーニーに向って「あなたにもそんな行いができますか」と尋
ねる。今度はトーニーがどぎまぎする番である。そしてさらに，「自分の気持
から判断するならば，白人の圧制がどんなにひどかったにしろ，こんな卑劣
な，忌わしい裏切は許されるべきものではない」，「あんなことをするにおいて
は，当然白人に下るべき天罰も沙汰止みとなり，天使すらもそのため反抗心を
起して，かえって不正の白人の味方となり，神と人との秩序を保たんがために
　　　　　　　　　（12）裁きを下し給うであろう。」と語る。既にF一ニーに対する返答の範囲を逸脱
し，論理のすり替をみるばかりである。「白人の男になされた卑劣な行為が，
支配住民のメンバーによって行われた非支配者に対する不正よりも重要だとい
　　　　　　　　　　（13）うグスターフの自明の推論」がここにある。
　次いで「婚約」が訪れる。不安に駆られていた彼は一それにしてはあまり
に悠長で，単純かつ優柔不断であるが一かつての彼の白入婚約者に類似して
いるトーニーに惹かれて，「娘が好意をもっているかどうかを試すには，唯一
つしか手段のないことをまさしくも思い定めて，彼女を自分の膝の上に引きよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）せ，あなたにはもう婚約の人があるかと尋ねてみた。」このあたりは彼の独壇
場であり，彼のペースで事が運ばれる。今やトーニーは欺きの演技をすっかり
忘れてしまっている。彼はからかい半分にトーニーの耳もとに，あなたの気に
入るのは，白人でなくちゃならないでしょう，と囁いて彼女の心をくすぐる。
トーニーは顔を真赤に染めてしばらく夢みるようにものを思うさまをし，突然
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男の胸に寄りすがる。’これで彼はすべての不安が取除かれた気持になる。それ
から彼はかつての婚約者マリアーネ・コングレーヴェの誠実さを物語ることに
よってトーニーの同情と愛を獲得する。「再び我に返った客は，自分の行った
ことの仕末がどうつくであろうかと思い惑うのであった。しかしながら，自分
の身が救われたこと，及び自分の泊っているこの家において，娘を怖れる余地
　　　　　　　　　　　　（15）のないことだけは明かになった。」彼はトーニーの白人志向を巧みに利用して
彼女の愛を得た途端に早くも自己の安全を計算する。この際彼は自己の果すべ
き義務と目的を忘れ，自己の救済だけを目論んでいる。トーニーが置かれてい
る立場は少しも理解していない。
　二日目の夜，トーニーが自己の罪を告白しようと若い胸を悩ませている間，
グスターフは夢の国に遊び，トーニーを夢見ている。突然ホアンゴーが帰って
来たために，トーニーはグスターフをベッドにしばりつけてその場を切り抜け
る。夢からさめたグスターフは突然の事態の変転に狼狽し，トーニーに向って
侮蔑の目差を投げるばかりである。「グスターフがしばられて目を覚した時，
彼はたった今白人の婚約者たるレッテルを貼られたトーニーの中に再び黒入の
畏切女しかみない。マリアーネ・コングレーヴェとの同一視の後に，明らかに，
最初の物語の対象をなし性の合一を彼女の裏切の目的の指揮下におく黒人少女
との同一視が生ずる。こうして彼は，トーニーが彼の眠りを妨げようと思った
時，彼女にとって重要であった認識即ちトーニーが喜々として英雄的な愛情
と忠実に対して，しかしまた好計と虚偽に対しても一グスターフをしばる際
に述べられるが一能力がある，いやそれどころか，愛が虚偽を利用すること
　　　　　　　　　　　　　　　（16）ができるという認識を見落してしまう。」忠実な許嫁のマリアーネから贈られ
た小さな十字架を婚約の印にとトーニーの首にかけて，この混血児の中に白人
の血を見た彼が，早くも既に，この事態におかれて，彼女の中に黒人の血を嗅
ぎとり・愛の営みの中でかつての主人に黄熱病を感染させたあの黒人女の復讐
を・「卑劣な忌わしい裏切」をみている。この洞察力に欠ける白から黒への急
激な価値転換が，最後の修羅場を招来する。
　かつてグスターフは白人の婚約者によってその身を救済された。彼はトー
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ニーの面前でこう語った。「あの入が死んだときにはじめて私には，あの人の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）すべての情愛とすぐれた気質とが分ったのです。」と。彼の救済者に対する認
識はつねに遅れてやってくる。彼はトーニーの機転と勇気によって家族の者た
ちに救出される。トーニーの中に裏切女しか見ていない彼は，トーニーが彼の
眼前に姿をみせるや否や，いきなり彼女に向って短銃をぶっ放し，短銃を彼女
の身体に投げつけ，足を挙げて彼女を蹴とばし，売女！と叫んでベッドの上に
倒れる。この時の彼は憎悪に目がくらみ，狂人の領域に足を踏み入れている。
ピアキが憎悪のために力を得てニコロを投げ倒し，壁に頭を押しつけて脳味噌
をしぼり出し，ニコロを膝の問にはさんで判決文を口中に押し込むのと同じよ
うに，行きつく所まで行かなければ止まらない。グスターフの認識はトーニー
の臨終時にはじめて訪れる。これはマリアーネ・コングレーヴェの死によって
抱いた感情，理解と同じである。彼の洞察の遅さ故に，その利己性と単一性の
ために，彼は同じ誤を再び繰返し，二人の女性を巻き添えにする。マリアーネ
が処刑された後彼は半狂乱の態で逃げのびるが，今度はトーニーの息が絶えた
後，彼は短銃で自己の脳髄を射抜いて果てる。ペンテジレーアが夢遊状態から
目ざめ，己の凶行を知らされて，自己の意志の力で死ぬのと同じように。「グス
ターフは自己の誤を彼自身の生命で支払う。それによって彼は，黒人の婚約者
を前にして白人の婚約者の前での振舞に全く似ている彼の振舞を償う。両方の
ケースでグスターフは婚約者を通じての救済に頼っている。しかしその際彼は
少女たちを同じような方法で裏切っている。第一のケースは明らかではない。
そしてグスターフはマリアーネから距離を置くことができる。しかし黒入少女
の死をグスターフは自らひき起す。彼の自殺はその時多分，黒人少女のみなら
ず白人少女の死に対する贈罪として理解されうる。自己関連の中で，そして彼
の逃走の際に白人の婚約者のことを気にかけず，黒人の婚約者の真の動機を探
知しようとしなかった偏狭な認識能力の中で，グスターフは，彼のために死ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）で行く二人の少女のいずれをも正当に判断していない。」
　グスターフの心中にはつねにかつての白入の婚約者が生き続け，既に彼にと
って一種の理想像として定着している。彼女が彼を救済するために，彼の身代
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りとなって死刑に服するという衝撃的な出来事を眼のあたりに見せつけられた
だけに，一層彼女の姿は胸に焼付いている。彼は他の女性をこの理想像に照ら
し合わせて判断する。従ってこの理想像に符号しない女性はいつかは切り捨て
られる運命にある。彼にとって理想像はいかなる事情があろうとも恒常的でな
ければならない。理想像に歪が生じる可能性があること，歪みを生じさせるさ
まざまな原因があることを彼は見抜くことができない。「侯爵夫人もグスター
フも新しい状況の固有の問題性に対して心を開かないで，両者とも過去に所属
　　　　　　　　　　（19）する理想像にしがみっく。」理想像にしがみつくのは侯爵夫人やグスターフば
かりではない。エルヴィーレもケートヒェンも，また或る意味ではペンテジレ
ーアも理想像にしがみつく人物である。殊に「捨い子」のエルヴィーレは過去
の理想像にしがみつく典型的な例である。かつて火災から彼女を救出してくれ
たジェノアの騎士を彼女は崇拝し続ける。この理想像とニコロの類似性が彼女
の破滅をもたらす。彼女はこの類似性をニコロに逆用される。この際彼女はニ
コロという人物を正しく見抜いていない。ケートヒェンは夢に現われたシュト
ラール伯を理想像として追い求める。理想的人物の行為の二面性が多々示され
るが，彼女はそれを見抜くというよりも，ただ一心に理想像を信じ，無意識的
に行動することによって理想を現実化することに成功する。0侯鱒夫人の場合
もエルヴィーレと同様，災難から救出してくれたF伯爵を天使として思い続け
る。彼女もグスターフ同様，短視的な傾向が強いが，破局が訪れぬうちに救済
者，理想像の二面性を洞察する機会が与えられ，また，グスターフよりも洞察
能力に恵まれていたために和解を手中にすることができる。グスターフはこれ
に対してトーニーの二面性を見抜くことができず，また二面性の可能性が存在
することを考慮してみることもせずに破滅する。この点で彼はペンテジレーア
に近い。
　「信用してくれるかどうかを試みて不成功に終わるというこの話は悲劇的で
　　　　　　（20）人の心をつかむ。」グスターフが愛を自己の安全のために利用したのに対して，
トーニーは愛を貫くために命をかける。「黒でもなく白でもなく両方の色を自
　　　　　　　　（21）己の中に合わせもつ」トーニーは，はっきりとは意識せずに，その中間色の皮
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膚を持って，その二面性をもって行動する。はじめは白の擬態でグスターフを
半ばおだやかな暴力で招き入れ，半ば娼婦のようなしぐさで彼に接する。婚約
後ははっきりと，驚くべき早さで「白人」に，愛人に変身し，愛する人のため
にケートビェンのようにひたむきに献身する。その幼さ故か，グスターフの人
間像を見抜く力に欠けてはいるが，その時々において白にも黒にもなり得る柔
軟性と可能性を秘めている。命懸での上だとはいえ，両親を欺いたり，女なが
らもかぶとをかぶり，槍を手にして危機に臨む勇気も，ホアンゴーの子供を人
質として手に入れる抜目なさも持ち合わせている。　「トーニーの二色性は，対
立的な個有性を同時に見せつける彼女の行動に伝播する。一方グスターフは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）それぞれ極端な側面を数えることができるだけである。」トーニーは「愛から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）社会的家族的環境に対峙する力を汲み取る。」ホアンゴーの家で最後に白人た
ちが黒人たちを制圧した時，トーニーは母の罵声に対して勝利を宣告する。
「私は裏切をしたのじゃないのよ。だって私は白人でしょう，そしてあなた方
が虜にしたあの若い方とはもう約束をしてしまったんですもの。だから私は，
あなた方が公然の敵として戦っていらっしゃる入種の一入なんです。私がこち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）らの味方をしたということは，神様にだって立派に中し開きができますわ。」
しかし，これが見せかけの勝利であることに彼女はまだ気ずいていない。黒か
ら脱皮して白の世界に足を踏み入れ白人の一員に加わったと信じていた彼女に
向って，思いがけず白人側から，婚約者の側から魔の手が伸びる。黒人を征服
しても白人の心までは征服できなかった。グスターフの利己性，単一性までは
見抜くことができなかった。それが彼女の見誤であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）　「ああ，あなたは私を信じて下さらなければならない筈でしたのに！」がト
ーニーの臨終際の言葉であり，「ほんとうに僕はお前を疑うべき筈はなかった
のだ。我々はそれを口でこそ言わなかったけれど，お前は誓いによって結ばれ
　　　　　　　　　（26）た許嫁だったのだから。」がグスターフの最後の言葉であった。この両者の血
を吐くような痛切な言葉にも拘らず，そこには我々の共感を拒み，冷静を強い
るものがある。両者に欠けていたものが肝心な事柄に関する対話の欠如である
ことは明瞭である。この場合言葉の不足はトーニーに帰される。置かれた状況
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の異常性から考慮した場合，彼女に発言の機会が容易に与えられなかったこと
は確かなことであるのだが，ここではむしろ彼女の慎重さと思いやりが徒にな
る。グスターフはその単純率直性故に愛の行為の直後もその翌朝も結婚の意志
を彼女に示すが，彼女の同意の言葉はない。彼女はその胸の中に結婚の意志を
秘めて，ひたすら未来の夫のために尽す。彼女にはたった一度だけ「自分が身
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）を任せた青年に，この若い胸を悩ませている大罪を告白する」機会があった。
「どんなに苦しい思いをしようとも，彼に一切のことを，あの昨日彼をこの家
へ誘い入れたときの冷酷残忍な計画に至るまで，かくさず打明け」て，「自分
がすでに彼を救わんがために手段を講じたことに免じて，彼が自分の罪をゆる
し瀬わくば忠実なる妻として・一・。パへ勘ゆかんことを捻ず魁機会
があった。しかし，「快い空想の天国から卑しく惨めな現実のどん底へ彼を陥
れることは，彼女の決行し能わぬところであった。なにしろ彼が遅かれ早か
れ，ひとりでに目を覚ますことは疑いないことなので，彼女は寝台の傍にひざ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）まずき，客の懐しい手に接吻を浴びせかけた。」グスターフとトーニーの意志
の疎通の可能性はこれで断ち切られる。この直後にクライストが得意とする偶
発事が起るからである。即ち二日ばかり帰って来る筈のないホアンゴーが不意
に戻って来るからである。「ここにノヴェレにとって中心的問題が，異常には
っきりと徹底的にあらわれている。グスターフは快い夢の中で理想によって巻
き添えにされ，卑しい現実に反抗する。唯一の啓発の試みはそれ故に行われな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）い。そして二色性，世界の曖昧さへの洞察は成功しない。」感情に支配されや
すい単一的な人間にとっては，明確な証となる言葉，意志の表示が必要条件で
ある。トーニーがいかに献身的に行動しても，夢うつつのグスターフには彼女
の心は伝わらない。心中の思いが同じでも，明確な言葉がなければ一方通行に
終る。
　言語不足による誤解は日常の世界でも頻発することであるが，クラィストの
世界ではそれは極めて深刻であり，たちまち破局につながる導火線のような危
険性をはらむ。典型的な例があのペンテジレーアである。戦って捕虜になって
再び愛を交そうという意図の下で，ペンテジレーテに戦いを挑んだアキレスの
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心中を誤解し真に戦いを挑んだものと見誤った彼女は，犬と一緒になってアキ
レスの胸に噛みつく。逆上した彼女の眼には，アキレスがよろいかぶとを脱ぎ
捨て，生身をさらし，既に捕虜も同然の姿で彼女に身を任せようとしているの
も映らない。腕に子供を抱き，白入のシュトレーム氏に手をひかれ，しばられ
てもいないトーニーの姿に気ずかず，彼女をただ裏切女としかみないグスター
フが，突如凶行に及ぶのと同じ行為である。エルヴィーレがニコロに襲われる
のも，もともとは彼女の無口性故であるし，シュロッフェンシュタイン家の人
々の悲劇も結局は言葉の不足によるものである。クライストの言語不信は既に
多くの研究者たちによって指摘されており，彼の手紙にも散見できるものであ
るが，この短篇からもその一端を垣間みることができる。クライストが偶然事
を挿入することによってトーニーに告白の機会を与えていないことを，結末の
悲劇的効果を高めるための彼の技巧だと解することは可能であり，言葉不足が
もたらす結果を描いてみせたと解することも可能であろうが，言葉で伝えなく
とも「私を信じて下さらなければならなかった筈でしたのに！」というトーニ
ーの言葉の中に，言葉よりも感情を，心を重視するクライストの生理的ともい
える特質を感じとることができる。
　心の中に多くの入間が生かされていて，さまざまな人間を豊に描くことがで
きるのがいわゆる作家だとすれば，クライストはそうした作家群におさまらな
い作家だと言えるだろう。彼の作品では事件が中心に据えられ，その事件に人
間が踊らされる印象を与える。ゲーテの「ノヴェレ」でも「ドイツ避難民閑談
集」でも，異常な事態が背景にあるのだが，読者に危機感をつきつけることな
く，余裕をもってながめさせる雰囲気がある。多くの人間が事件に巻き込まれ
ながらも巾広く活動している。ゲーテの作品が人間を中心にゆるやかな曲線を
描きながら進行するとすれば，クライストの作品は事件が人間を動かし，極端
な折れ線グラフ状の，しかもめまぐるしい進展を示している。クライストの作
品を読んだ後でゲーテに接すると，恐らくはじめのうちは緊張感がなくて退屈
で戸惑を覚えることだろう。クライストが小説に転向した時，人々はそれをク
ライストの堕落だとみなした。この作品の完成後聞もなく，グスターフと同じ
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ように我身にピストルを向けて絶命したクライストの焦立を，この作品の中に
も感じとることができる。
　　（引用の訳文には「0侯爵夫人　他6編」相良守峯訳　岩波文庫　昭和26年
を使用させていただいた。）
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